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大学生と幼児との世代間交流の重要性についての探索的研究
An Exploratory Study on the Importance of Intergenerational Interaction 
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学習プログラムは、子ども理解のみならず自
己理解も深めていくという効果も示唆されて
いる。今後は子どもへの接し方を学ぶ養育能
力向上プログラムを継続的に実施する方法を
検討していくことが重要である。
　第二に、世代間交流の意義と方法について
検討する必要があるという点があげられる。
世代間交流といった場合、高齢者へ焦点化し
た研究が多い。高齢者と子どもとの交流は幼
稚園や保育所、小学校、中学校などで実践さ
れている。問題点として指摘されているのは、
このような交流が単発的な体験にとどまって
いるということ、子どもが高齢者を「慰問」
する一方的な関係ではなく、より対等で、相
互交流的な関係であることなどである。
　2006年８月に日本で開催された世代間交流
国際フォーラム（2006）では、世代間交流の
教育プログラムとその実践が報告されている。
金田利子は、保育園・幼稚園や地域における
実践や短大保育科の学生たちと共に大学に世
代間交流広場を立ち上げた実践を報告してい
る。そこでは学生たちにどのような力が育っ
たか、世代間交流を実践する専門家養成につ
いて提案している。
　第三に、異年代交流の体験と対人関係能力
の発達について生涯発達心理学的観点から検
討することが必要であるということである。
異年齢の子どもとの関わりの希薄化が、子ど
もたちの社会性の欠如や耐性の低下の一因と
なっているといわれる（藤後、2005；伊藤、
2006）。異年齢集団の中で、子どもは自分の
位置や役割を知り、他児との連帯意識を高め
ていける。幼小中連携教育においては、部活
を通して異年齢交流を体験した生徒は異年齢
集団の中で自己認識や帰属意識を発達させる
効果があると報告されている。
